指名競争入札における入札価格内訳書の提出について

　平成26年6月4日に公布された「建設業法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第55号）により、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成12年法律第127号）が改正され、ダンピング受注の防止等のための措置として、公共工事の入札に係る申込みの際に、その金額にかかわらず、入札金額の内訳を記載した書類を提出するものとされました。
内訳書の提出が必要となる工事

従前の一般競争入札に加え、 指名競争入札により実施される建設工事のうち、平成27年4月1日以降に指名通知を行う案件から適用されます。
内訳書の記入

　当面、内訳書の様式は、個別の工事毎に、指名競争入札執行通知書と併せて配布しますので、入札者名及び積算金額の内訳を記入してください。
入札書の作成にかかる留意事項

　入札書に記載する入札金額については、内訳書により積算された金額（税抜価格）となります。
　
再度の入札における内訳書の取扱い

　　１回目の入札の結果落札者が決定せず、ただちに再度の入札を実施した場合は、当面の間２回目の内訳書の提出は求めないこととします。
· 詳細な運用等につきましては、個別案件の発注時に説明資料を配布いたします。

